
新型コロナウイスル感染症に関する重要なお知らせ 

 

令和２年７月１０日 

忍路臨海実験所長 

 

 本実験所を利用される皆様への新型コロナウイスルの感染予防および感染拡大の観点から、本学行

動指針のほか、宿泊施設における新型コロナウイスル対応ガイドライン（全国旅館ホテル協会・連合

会提供）を参考に、下記のとおり対応させていただくこととなりましたので、お知らせいたします。 

 

（１）次のいずれかに該当する方は利用をお断りします。 

①いわゆる風邪症状が持続している方 

②37.5度以上の発熱がある方  

③のどの痛み、咳などの風邪症状や嗅覚（におい）、味覚（あじ）の低下といった症状のあ

る方 

④過去２週間以内に発熱（37.5度以上の目安）のあった方 

⑤２週間以内に、法務省・厚生労働省が定める諸外国への渡航歴のある方（およびそれらの 

方と家族や職場内等で接触歴がある方） 

⑥ ２週間以内に新型コロナウイスルの患者やその疑いがある患者（同居者・職場内での発熱 

を含む） 

⑦ 新型コロナウイスルの患者に濃厚接触の可能性があり、待機期間内（自主待機も含む）の

方  

 

（２）利用者の皆様へ 

    ①当実験所ヘの来所時に、非接触型体温計にて検温させていただきます。 

（37.5度以上の発熱がある方は利用をお断りさせていただきます。） 

②来所の際はマスクをご持参の上、施設内ではマスクの着用をお願いします。 

③当実験所ヘの入場時に、入口において手指の消毒をお願いします。 

④飛沫感染予防として、食堂内での会話等は極力お控えください。 

 

（３）施設の消毒及び感染防止対策について 

①ドアノブ、実験器具など、管理者及び利用者の皆さまが接触する場所を、通常の清掃に加 

えて、消毒を実施しております。 

②施設内の換気を適宜行っております。 

③食堂は、ソーシャルディスタンスに配慮した椅子の間引きを行っております。 

 

本実験所を利用される皆さまにはご不便、ご面倒をおかけいたしますが、ご理解の程よろしく 

お願い申し上げます。 



 
※次のいずれかの症状がある場合の相談窓口 

・風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上続く方（糖尿病、心不全などの基礎疾患がある 

方は２日以上） 

・強いだるさ（倦怠感）がある方 

・息苦しさ（呼吸困難）がある方 

 

帰国者・接触者相談センター 電話番号 開設時間 

札幌市保健所 

救急安心センターさっぽろ【受診相談】 

#7119 又は 

011-272-7119 24時間 

旭川市保健所 0166-25-

9848 

平日8:45～17:15 

市立函館保健所 0138-32-

1547 

平日8:45～19:00 

小樽市保健所 0134-22-

3110 

平日8:50～17:20 

※上記以外にお住まいの方 

道立保健所 ※以下参照 平日8:45～17:30 

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 011-204-

5020 

平日17:30～21:00 
土日祝9:30～21:00 

道立保健所の相談センター一覧 ※以下のURLからご覧いただけます。 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/kak/tkh/hokensho/hokensho.htm 

 

 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/kak/tkh/hokensho/hokensho.htm

